
所 属 林政部 林政課

担当(係)名 緑化運動担当 内線 3029

森 林 環 境 教 育 の 推 進

１ 事 業 費 【財源内訳】 【主な使途】

８，１８１ 一般財源 4,200 委託料 3,229（副読本作成等)

（前年度３，０００） 繰 入 金 3,981 報償費 1,745（講師等謝金）

需用費 1,189（消耗品費等）

２ 事業目的

木や森とふれあい、学び、体験することを通じて森林に対する理解と関心を深め、

子どもの豊かな人格を育成していくため未就学児から高校生まで段階的な森林環境教

育を推進する。

３ 事業内容

（１）新木育普及啓発事業費[１，５００千円]

未就学児や小学生（特に低学年）を対象に木や森とのふれあいを行う「木育」を

進め、環境教育全般の基盤づくりを推進。

①副読本の作成・配布、木育推進セミナー開催による木育の普及啓発

②木育推進員による木育の啓発。木育教室（出前講座）のモデル実施

また、木のぬくもりを伝える木製おもちゃの開発・普及

（２）緑の子ども会議推進事業費[２，７００千円]

①小中学校及び高等学校に対し、森林に関する学習活動や体験活動等のプログラ

ム提案、講師派遣等について支援

②指導者育成研修の開催

（３）新次世代へつなぐ木の国・山の国事業費[３，９８１千円]

樹木に対する理解の促進と郷土愛を育み、次世代へつながる森林環境教育を実施

①地域の名木の種拾いから育苗にいたる活動を地域住民と連携して学校で実施

②学校のシンボルツリー等の診断・治療を実施し、樹木を大切にする心を育成

（款）６農林水産業費 （項）５林業費 （目）(２)林業振興費

（明細書事業名）○緑化推進費 ○振興諸費

木育普及啓発事業費 緑の子ども会議推進事業費

次世代へつなぐ木の国・山の国事業費【ふるさとぎふ再生基金事業】

学習･体験を通じて森林に対する

理解と関心を深める

「木育普及啓発」と「緑の子ども会議」との関係（基本的な考え方）
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木育普及啓発

未就学児 小学生（低学年） 小学生（高学年） 中学生 高校生

森林環境教育全般の基盤づくり強化

木 や 森 と ふ れ あ う 木 や 森 に 学 ぶ ・ 木 や 森 か ら 学 ぶ

緑の子ども会議


